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1 はじめに 

 公共交通機関、特に JR を利用する際、規定さ

れている交通運賃の計算方法によって、乗車駅

から降車駅までの乗車券を購入するよりも、途

中の駅で乗車券を分割して購入する方が値段が

安くなる場合がある。これは JR が定める運賃計

算の手法によって生じるもので、様々な分割を

組み合わせることで結果的に安い運賃で目的の

駅に到着することができるものである。 

 

営業キロ（㎞） 片道運賃（円） 

1～3 140 

4～6 190 

7～10 200 

11～15 240 

16～20 320 

21～25 410 

26～30 500 

表 1 JR本州 3社内の幹線の普通運賃表 

 

 一例として、表1の JRが採用している「営業キ

ロ」と呼ばれる運賃計算の手法を見ると、普通

「26～30キロ」の距離を500円で行くことができ

るのに対し、その区間を2分割して「11～15キロ」

240円の乗車券を2枚買うことで、合計差額20円

の得となる。 

 一見便利な計算だが、一般的にはあまり認知

されておらず、計算そのものも難しい。WEB 上で

はその計算をするプログラムが公開されている

ものの、入力手順や方法が難解であり、インタ

フェースも一目見ただけでは分かりにくいもの

となっている。そこで、本研究では手軽に計算

可能かつ誰にでも理解の容易なインタフェース

を搭載したスマートフォン向けアプリケーショ

ンの開発を目的とする。 

 

 

2 乗車券分割プログラムの開発 

 まず、アプリケーションを開発するにあたって、

乗車券分割プログラムを作成した。2駅間の最安

運賃経路をダイクストラ法[1]によって定め、その

2駅間に存在する全ての駅に対して分割、計算を

行うようにプログラムをし、結果的にどの分割

方法が最安運賃になるかを導くアプリケーショ

ンを開発した。その際、分割する回数を１回の

みとし、簡易的なものとして開発を行った。 

 なお、今回制作したアプリケーションは乗車

券の分割方法を計算、提示するものであり、実

際の駅のダイアグラムや時刻表、リアルタイム

な乗換案内などはしないものとする。 

 

3 インタフェースの提案 

 前述のとおり、既存の WEB上の乗車券分割プロ

グラムはインタフェースにおいて不都合な点が

多く、理解しがたいものとなっている。乗車券

分割プログラムを実行する際、乗車駅を設定し

た後に、途中で路線の変更が必要となる場合、

乗り換えを行う経由駅の選択が不可欠であり、

それを一つ一つ決定していかなければならない。

その後最終的な降車駅を設定してやっと計算結

果が表示され、分割する駅が提示されるのであ

る。この操作をいかに簡便にするかが重要であ

る。加えて、実行結果の表示も現状よりもさら

に理解しやすく、利用しやすいものとしなけれ

ばならない。主にこの2点を改善する方向性を持

って研究に取り組む。また、一般的に知られて

いない計算手法を用いるため、ヘルプ機能など

のサポート体制も搭載し、初めて利用する方に

も扱いやすく、計算の仕組みが理解しやすいア

プリケーション開発を目指す。 

現状のプログラムでは、「乗車駅→経由駅

（×n）→降車駅」の順番で駅を設定しなければ

ならず、経由駅一つごとに路線と駅のデータを

毎回送信しなければならなかった。この点を改

善するために、乗車駅と降車駅のみを選択する

だけで、経由駅の選択を最安運賃経路をもとに

内部で自動処理を行い、すぐに結果を表示でき

るようにした (図1) 。 
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図 1 制作アプリケーションの駅選択画面 

 

 また、乗車券が安くなる仕組みの一つに、主

に大都市内の駅を対象にした「特区」という制

度がある。駅の選択時にその駅の所在地を明示

することで、特区が適用されるのかされないか

を結果を出す前にある程度予測することが可能

となる。 

次に、計算結果のインタフェースの改善を提

案する。乗車券分割によって最も重要となるの

が、「どこで乗車券を分割すれば安くなるのか」

「普通に行く場合と比べていくら安くなるのか」

であると考えた。現状の乗車券分割プログラム

では、より細かな情報を提供するために、様々

な付随情報も同時に表示されている。これらの

情報はこの手法に熟達した人には非常に便利な

ものではあるが、アプリケーションで提供する

上では簡単な情報のみを提供することが理解に

つながると考えた。そこで不要な情報を取り除

き、上記2点が明確にわかるようにした(図2)。 

 

4 乗車券分割後の利用 

分割乗車券を実際に利用するとなると、どの

ようにして分割した乗車券を購入するか、どの

ように改札を通ればいいか、途中の駅で一度降

りなければならないのかなどの利用方法に関す

る疑問が生じる。そこで、アプリケーション内

にヘルプ機能として、乗車券の購入方法やそれ

ぞれの使い方などをまとめたページを配置し

た。これによって、アプリケーションの使用方

法や実際に乗車券を利用する方法を目次ごとに

まとめ、用途に合わせた情報を提供することを

目的としている。基本的には初心者向けの内容

ではあるが、よく熟知した人に対してもサポー

トできるような内容を記している。 

 
図 2 運賃計算結果画面 

 

 しかし、この手法は運賃改正、新駅・新路線

追加および JR が定める運賃計算方法の変更など

により随時更新していかなければならない。そ

のため、計算方法やヘルプ機能の内容にもそれ

を更新していくことが必要となる。また、1度の

交通では微々たる金額の差しか生じない割に、

乗車券を分割購入する手間がかなり大きいため、

それを補うような機能が重要となってくる。 

 

5 おわりに 

 現状の乗車券分割プログラムをより簡単なイ

ンタフェースにすることで、外出中でもすぐに

分割する駅を検索でき、誰にでも扱いやすいよ

うなスマートフォン向けアプリケーションを制

作した。また、この計算手法を知らなかった人

に対して、分かりやすく説明するようなヘルプ

機能を搭載し、初めて利用する場合でも利用で

きるよう工夫を施した。 

 今後は、乗車券の分割計算が可能な路線を増

やし、スマートフォンである利点を生かすため

に、タップ機能を用いた直感的な操作を可能に

する開発を進める。 

 

参考文献 
[1] 森田 隼史,池上 敦子 他,“鉄道運賃計算のた

めの効率のいいアルゴリズム”成蹊大学理工学

研究報告,Vol.44 No.2 pp.75-77,2007-9-14 
[2] 清水 祐弥,小林 亜樹,“乗換案内での経路選択

  のためのファセットナビゲーション”,DEIM  

  Forum 2015 D6-1,2015-3-3 

兵庫県姫路市駅前町188 

大阪市北区梅田三丁目1-1 

Copyright     2016 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-388

情報処理学会第78回全国大会


